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竹材内部におけるチビタケナガシンクイ Dinoderus  minutus  (Fabricius,  1775)の幼

虫の孵化から羽化までの発育過程について、齢数と蛹化との関係を調べた上で、個体の齢数

と性の関係を検討するために、マイクロフォーカス X 線 CT 装置によって各個体の羽化

後にそれらの腹部を撮影し、腹部内部の生殖器の形状に基づき雌雄判別を行った。まず蛹期

に腹部末節の外部形態の違いにより雌雄判別した成虫の腹部の CT 撮影を行い，CT 撮影

によって雌雄判別が可能であることが示された。これに基づき，幼虫期の齢数が異なった個

体の雌雄判別を行った結果、7 齢型 5 頭のうち雄が 2 頭，雌が 3 頭，8 齢型 5 頭のうち

雄が 3 頭，雌が 2 頭であることが明らかになった。 

 健全時の質量や密度が不明でも腐朽程度を示すことのできる新規な画像パラメータを提

案した。オオウズラタケ（Fomitopsis palustris）で強制腐朽処理後に乾燥したスギ

（Cryptomeria japonica）小試験体の木口断面をマイクロフォーカス X 線 CT（Computed 

Tomography）装置で撮像した。健全材と質量減少率が 5％より小さい試験体の仮道管は放

射方向に直線的に並んでいるが、腐朽が進行するとその並びが湾曲し、その範囲や程度は質

量減少率とともに大きくなった。CT 画像を 2 次元フーリエ変換して得た振幅スペクトル画

像の R 方向のピーク幅は腐朽材の方がより広いという特徴を数値化し、放射方向の細胞の

並びの湾曲の程度を表す指標とした。新しい指標と質量減少率およびせん断強度の相関係

数はそれぞれ 0.82 および-0.75 で、どちらとも強い相関関係が認められた。 

 これらの知見は、AI 技術を用いた生物劣化画像の自動判定技術の開発に資する。 

従来からの形態的・生態的特徴の記載に基づき分類を行う同定方法の諸課題を解決する

ため、DNA 塩基配列情報に基づき同定を行う DNA バーコーディングを日光の文化財建

造物で被害を及ぼした５種類のシバンムシ科甲虫の同定に適用するため検討を進めた。今

回、３種類のシバンムシ科甲虫（クロトサカシバンムシ、チビキノコシバンムシ、アカチャ

ホソシバンムシ）が国際データベースに塩基配列登録されていないことを確認し、本研究で

得られた情報を基に新規登録を行った。DNA 抽出の試料としては，体節のごく一部のみで

塩基配列を決定することが出来たことから、僅かな試料でも同定が可能であることを示す

ことが出来た。これまでは文化財建造物の害虫被害において、形態同定が唯一の手法であっ

たが、今後は歩脚や翅などといった体節の一部、形態的特徴が乏しい卵や幼虫からでも種の

同定を行うことが出来るようになり、DNA 情報による虫害被害の早期発見に繋がることが

期される。 


